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「今までたくさん苦労をしてきたお年寄り
を、『私たちもしてもらいたいと思う介護』
で楽しくサポートしたいね」…そんな気持ち
を持った仲間が集まって、「お茶の間」の毎
日は成り立っています。
NPO法人の運営上、役職は決まっていま
すが、「お茶の間」ではみんなが機関車。「特
定の誰か1人」がみんなを引っ張るのではな
く、「みんなで引っ張る」気持ちを持つこと
が、いい結果をもたらしているようです。
地域のコミュニティづくりには、「やって
みたい」という気持ちが一番大切だと思いま
す。「あの人でなければできない」ことも、
また「私でなければできない」こともない。
時には肩の力を抜きながら、お年寄りたちと
の時間を楽しく過ごそうと思っています。

「一人ひとりが機関車」
の気持ちで！
長沢 はるみさん

（NPO法人「お茶の間」）

一緒に考えましょ！男女共同参画社会 一緒に考えましょ！男女共同参画社会 

＜第28回＞

人生の先輩であるお年寄りに、もっと楽し

く豊かに毎日を過ごしてもらおうと始められ

た「お茶の間」事業。携わる人たちは、どん

な気持ちで取り組んでいるのでしょうか。

立ち上がれ！バイオリサーチパーク澳

新津市の人口

男 32,536 (－10)
女 35,163 (－22)
計 67,699 (－32)
世帯数 21,546 (＋20)

5月中の動き
出生 42 死亡 41 転入124
転出157 結婚 31 離婚 6

平成15年5月31日現在（前月比） 前年同月比
(＋49)
(＋39)
(＋88)
(＋317)

地域交流講座 
「21世紀を創るバイオの世界」世紀を創るバイオの世界」 
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「
食
の
安
全
性
確
保
」（
そ
の
2
）
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食
品
の
安
全
性
確
保
は
人
任
せ

だ
け
で
出
来
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
消
費
者
が
科
学
的
な
見
地

に
立
っ
て
、
冷
静
な
判
断
を
し
、

家
庭
で
も
安
全
確
保
に
努
力
を
怠

ら
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。

家
庭
で
出
来
る
こ
と
の
第
一
は

手
洗
い
で
す
。
せ
っ
け
ん
と
温
水

で
爪
の
間
か
ら
手
首
の
上
ま
で
、

二
十
秒
以
上
か
け
て
よ
く
洗
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
手
洗
い
は
、
生
肉
な

ど
に
触
れ
た
後
だ
け
で
な
く
、
身
体

に
、
あ
る
い
は
未
洗
浄
の
野
菜
に
触

れ
た
後
に
も
必
要
で
す
。
せ
っ
か
く

洗
っ
た
手
を
タ
オ
ル
や
手
ぬ
ぐ
い
で

ふ
い
て
は
何
も
な
り
ま
せ
ん
。
タ
オ

ル
、
手
ぬ
ぐ
い
に
は
細
菌
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。
手
を
洗
っ
た
後
に
「
そ
の

ま
ま
食
べ
ら
れ
る
も
の
」
に
触
れ
る

時
は
、
紙
タ
オ
ル
な
ど
を
使
う
と
よ

い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
ま
な
板
、
包

丁
は
数
組
そ
ろ
え
て
お
い
て
、
生
肉

な
ど
と
そ
の
ま
ま
食
べ
ら
れ
る
サ
ラ

ダ
野
菜
や
刺
身
な
ど
に
は
別
の
清
潔

な
ま
な
板
、包
丁
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

ま
な
板
、
包
丁
は
使
用
後
、
洗
剤
と

温
流
水
で
よ
く
洗
い
、
空
気
乾
燥
を

し
ま
す
。
私
た
ち
の
身
体
に
は
黄
色

ブ
ド
ウ
球
菌
が
す
ん
で
い
る
こ
と
が

多
く
、
こ
と
に
傷
が
あ
っ
た
り
、
化

膿
し
た
り
し
た
皮
膚
に
は
こ
の
菌
が

多
数
存
在
し
ま
す
。
傷
が
食
品
に
触

れ
な
い
よ
う
、
使
い
捨
て
の
手
袋
な

ど
を
使
っ
て
食
品
を
保
護
し
ま
し
ょ

う
。
温
度
計
を
使
っ
て
、
冷
蔵
庫
の

温
度
、
調
理
し
た
食
品
の
温
度
を
測

っ
て
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
冷
蔵
庫
の
温
度
は
二
度
か

ら
五
度
、
鶏
肉
は
七
五
度
で
少
な
く

と
も
十
五
秒
な
ど
が
適
切
で
す
。
作

っ
た
料
理
は
早
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

企
業
で
は
衛
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

る
設
備
や
従
業
員
の
衛
生
確
保
に
加

え
て
、
H
A
C
C
P
（
ハ
セ
ッ
プ：

危
害
要
因
と
必
須
管
理
点
）
を
実
施

し
、
食
品
安
全
性
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
（
義
務
遂
行

責
任
）、
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
（
正
直

さ
）
が
な
け
れ
ば
、
見
か
け
上
、
ど

ん
な
に
良
い
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
も

無
駄
で
す
。
さ
ら
に
、
建
前
と
本
音

が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
食
の
安
全

性
確
保
に
は
不
可
欠
で
す
。
こ
の
一

致
な
し
で
は
シ
ス
テ
ム
の
明
確
な
管

理
と
検
証
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

今
後
、
企
業
と
大
学
の
協
力
、
連

携
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
科
学
に
基
づ
い
た
仕
事
が
安

全
性
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
大
学
は

実
際
に
役
に
立
つ
研
究
を
進
め
、
企

業
、
市
民
へ
の
科
学
的
情
報
の
伝
達

に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
民

は
正
し
い
情
報
を
選
択
し
、
こ
れ
に

基
づ
い
て
安
全
性
の
追
及
を
忍
耐
強

く
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

＊
次
回
は
、
小
西
徹
也
教
授
の
「
脳
の

老
化
を
防
ぐ
食
性
因
子
」
で
す
。

居心地が
いいと
いいな…

身近な自然 豊かなカルチャー


